
平城宮跡・藤原宮跡の幣備

平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部・庶務部

１平城宮跡の轄附

1 9 8 4年度に実施した､ |と城桝跡の盤備は，脚城東哨隅部での南I I I i 大j f I i 復原と南辺部外AI i l 緑陰淵

終備，第二次大極殿閤' ' 1 ｊＪＩ軸呼復原幣備ﾉ 文び坤破ﾉ 1脚l I A I i l 辺幣備などである。

南面大垣の復原等整備Ｉ櫛I I I i 火i I i の復原建設は1 9 8 1 ｲ I ；度からはじまり，すでに朱雀I 1 I j の火側と

I ﾉ [ i 側，及び西| 判隅の３カ所が光成している。今ｲ ド度は火| 州糾を' ' 1 心に復原終附し，これによっ

て当初予定していた南I I i i 大j ･ I i ４カ所の復原は．先ず光ｒしたことになる。

宮東南隅は，第3 2次・l I i l 補足・第１5 5次洲i I r によって，人h i の位慨や辿櫛l i l i の尚さ，人j I i と

二条人路との関係などが明らかにされている。Ｗ城のコーナーの炎ﾉ という意味では南, i 1 i と束

l n i 大皿をj wi 折れに復原するのが本来ではあるが，↑ ﾉ I ' | ﾉ 1 を枇断する近鉄線や既存の鰻逆や水路と

の問題蝶があって，結ﾙ j 火端を典隅より１１．５ｍI ﾉ L i 滞りとせざるを御なかった。施l : レベルは，

脚域内盤備I I I i の原則としている辿櫛I I I i から０．８ｍｌ鷺をｊ脚：としながら，周辺の現状I ( ‘ ｊｉさをも勘

案し，標高６３．４ｍをﾉ I 馴Ｉｉ地稚, ｛・f i とした。この結果各既I 没入h I との尚低潅は下衣のようになる。

l ﾉ ﾋ i 尚束低の傾向はかわらないものの，人j 卜i I l 1 火部分からI ﾉ L i 附隅までと東南隅までとの数航が異

なるのは，汽Ｉ没定時の勾I mi Oそのものを示すものと理解されよう。人i I i の復原､ ｣ ･ 法，施｣ 堂隆さはなるのは，汽Ｉ没定時の勾配そのものを示す

既設の３カ所とl I i I じく総' １，ﾉi ５．６３ｍ，ノ【§底' ' １Ｍ

2 . 7 ｍ，延長５１．０ｍであり，そのＩ: 法も従

西南隅朱惟 ' ' ' 1 西側朱龍門火側東南隅

6７．３ ６６．０６５．８

( 嬢１．３）（膿0 . 2 ）（栄2 . 4 ）

6 ３４６７．３６６．０６５．８６３．４

（溌１．３）（塔0 . 2 ）（鑑2 . 4 ）

米と同様である。（位 i ‘ ‘ t 図 Ａ）（標 1 1 . 1 ｍ）

今年度の終備地では，大j I i の内( 北) 側で脚内をI > 〈l l I I i する築地塀や‘ 寓外への排水瀧を確認して

いる。そこで，築地塀は堆底I I I i I 1 に凝灰岩切7 i を柳} え，その' ' 1にツケの' １１‘ i 絞を行って表祇し，ま

た排水溝は玉ｲ i 縁ｲ i を1 t べて表祇し，：条大路北側i I l に接続した。今' ' ' １腹原した人ｉｌｉは近鉄の

軌道に非粥に近接しており，危険防I | 竜の意

味から軌道散境界沿いに人! こめのためのl 1 I I i

戦を行った。

外周緑陰帯整備脚跡南辺の外ﾙ I i l 緑陰州: 撰備

は束隅を残すのみとなったが，今ｲ ド度はl W

I ( l i 大堀の復原が束端部であり，資材の搬入

が寓跡中央を走る南北I | i 逆に牧らざるを得

ないことなどから，復原火皿の東南部の約

7 , 0 1 0 ｍｇを盤備した。この地域は２条大路

と東一坊大路の交雄点であり，それらのI i I i j

側瀧及び僑が洲在により確認されている。
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した。５間' 1 には親柱礎ｲ : i ２個をもつ棟

I I I j と南側にイi 階の跡が検出されており，

親柱礎禰と朝索院の比高潅約１ｍを考慮

して，棟' １Ｉとこれにとりつく４段の7 . i 階

を復原した。築地の北側ではI n l 廊側瀧

の水を束へ排水する素掘りの櫛が検出

されており，これをシュタイン（セメント

系問化剤) 舗装の瀧で表示し，門の北側に

は凝灰岩製の橋を渡した。

宝嘘等の柱は，儀式に関辿して, 没瞬さ
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大路及びその側溝表示は，昨年までと| 剛仕様とした。なお現在の川水路は，一部流路の変更を

行い，出来るだけ表示する側溝に砿ねたが，復原表示と瞳別するためにコンクリートＵ形ブロ

ックを使川し盤備した。僑の辿備は，その怠脈櫛造とも明確でないことから，米松の太鼓落し

材を雌べ表示したが，現存の1 M水路との関係からその一部( 幅5 . 2 ｍ× 延長６ｍ）を表示出来たに

過ぎない。その他，鴬条人路南側溝の南側で確認されている築地塀跡及び建物跡１棟を磯土張

芝し表示した。（位湖x I B）

第二次大極殿間門基壇等復原整備本年度は第１５２．１５３次発掘洲査の成果を踏まえ，大概殿閤

門，束而l I I I 廊，南而東阿廊及びこれに続く朝堂院北l l I I i 築地について』i “ 復原を実施した。さら

に火種殿前庭部に龍脆等の柱を，大概殿の東i 7 L i に桁行５間，梁行２間のi i I j 而順掘立柱建物の跡

を復原表示し，束楼等周辺の終備も行った。全体的な地形造成は遺構の礎ﾉ ﾋ 及び大概殿，後殿

の終備計両高に合わせて平均６５ｃｍ磯l : し，この上に』１噸等の復原獲備を行った。

大概殿開門は，桁行５間，梁行２間の壊上積基晦に建つ礎石建物である。北側雨落瀧，南側

ﾉ , § 域地涯ｲ i 抜き取り狼跡，礎7 i の根｛i とその据え付け掘形などから雅壇規模を決定した。造桝

i i i 位尺は１尺あたり0 . 2 9 7ｍが蚊も近く，ｊｌ蛾規模は東' 八i 2 5 . 7 4 9 ｍ，南北1 3 . 6 0 4ｍで建物の

縦間寸法は桁ｲ l : ，梁行とも4 . 4 5 5ｍ( 1 5尺）弊間，従って火{ ﾉ L i 側面のﾉ 1喋城の出は1 . 7 3 7ｍ，ＩＥ背

l i l i は2 . 3 4 7 ｍとなる。基壌I 街は水平とし北側で0 . 9 4 ｍ，附側で1 . 8 5 4ｍに復原した。闇ＩＩＩｊに

は南北I l I j l I i i の中央３間と束西側| ( l i 前方間に南面l r i I 廊へ降りるｒｉ階がとりついており，南l I i i を７

段，北面を４段，東西側面を２段に復原した。

1 , 1廊は，南面束i I I I 廊を棟通りで闇門脇を含めて１２間，束I ml r i l 脚は１９間分を復原した。、|Z城方

位に対し，束I I I i l I ､ I i 廊は南で火に０．１３' 14" 振れ，南I ni 束Ml l i l i は束で南にOcO8' 13" 振れがある。ま

た，l J L i から束へ約０．５％のドリ勾配であるが，これは東南隅に排水するためであろう。南I I i i の

I ﾉ [ i から４問F l では南側にｲ j 階の跡を. 険H|しており，北l Ai 東' 1 1 1廊の扉、とも対応することからl I I j

の表示を行った。

刺’ 通院北面の築地は1 1 1 1 廊束南隅より北に３間| | の側柱位慨から束へのびるが，６１A 1 分を表示
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れた仮Ｉ没のＩ: 作物であるが，大概殿や闇' ' 11とl I i l l l 抑' に比定され，人仙{ 殿前庭部で多数検' ' 1され

た仮, 没的Ｉ: 作物の111で，特にその性絡が|ﾘ l 雌なものであり，閤門の北８．９１ｍの位概に７．２ｍ

ｌＩＭ隅で７ﾉ , 史を復原した。’ 一k l 随蝶の縦は，，; ＬＩ録（又安御即位I 淵幽又' ）によれば，水柱の尚さ３文

( 9ｍ）とあるが，Al i l l j Nとの洲和をはかり３ｍとし，，氾録をもとに/ k 桃を照雄，脇柱・横木を

朱塗で仕上げた。韮塊上面は，開門内部と築地塀の部分を張芝で表示し，’ 1 ' |廊内部をシュタイ

ン舗装，l l i l : 下部分を凝灰拷切ｲi 散とした。礎ｲi は花尚瑞切ｲi で，開' 111ではﾉﾝ０．９ｍ経０．６６ｍ，

' 111廊では刀０．７４ｍ筏０．５０ｍで柱座の作り川しのあるものを川いた。築地では親柱礎ｲ i をI ' ｜

然ｲ｢，寄柱礎ｲi には凝|りく器切ｲ. i を川いている。また，人細殿火のl I l l j I I I 鮒i ﾙ岬柱建物跡は嘘- ｔの

ｋに張芝を行い，遺樵の確認できた進物のみ柱位r t をl i I I i 機で表示した。（位洲ｘＩｃ）

博積基壇周辺整備内災の東側に，｜ﾉ ﾘ 周を築地がめぐるいくつかの' ' ' １' 間ブロックがある。その

うちの一・つに，建物の刈馴f ' { や通路の舗装に螺を多川した特徴あるl x I I I I i がある。この部分は遺櫛

の遺作状況が非常によいところから，ｉﾒKI I I I i 内の|ﾉL i 北隅に位慨する桁行６１&I ，梁間４間の球砿ＪＩＬ

輔建物跡を，北半部は鉄什の裡爆をかけて辿椛を螺出展示し，峠i , ド部は迩附' 1 ' （ｋに１，余のレ

ベルアップを施し塊､ j ･ で於嘘を復原し，あわせて柱の据付けも行い一般の兄' ､ 桝乙供している。

今I I i I は，これに加えて四ﾙI i l の築地を．疋長さ（３間分，8. 46ｍ) 復原するとl I i l 時に，復原股示

而砿を１５０，３拡張した。築地復l j j 〔の1；旨は，Ｗ外AI i l の人i l i を含めて符域内に延長10数ｋｍに

わたって存在したと考えられる各師築地のうち，もっとも一般的な1 1 ｲ 簡周|州の築地をI I j 現する

ことによって辿1時の築地築成に関する技法を究I ﾘ j するとともに，復原於域とｌｌｉＩ・祝野におさめ

て築地のもつボリュームを祝覚的に認撤しようとすることにある。したがって復原に際して

は，使川する材料はもちろんのこと技術的にも, I i 代そのままをI I j : 塊するようにつとめた。

この場所での築地は，ノI §底' 111は５尺( 1 . 5ｍ) で奇柱はなく膳根は瓦幽; であったことが光＃1%淵汽

によって確認されている。そして，築地唯l i 1 i から少しはなれた位侭に一定間陥に配られた| ; 1 げく

があり，築地本体は，堰‘ 板と添柱をもちいて築きあげていることもわかった。このﾉ ﾝ 式は砺要

文化財指定の法降寺の築地修復I : 瞳| ; ですでに実施しているのとほぼ| l i I 様と苫えてよく，今ｌＩｌＩの

築地復原にも法隆寺の先例がおおいに参好となった。

築地を築く場合，もっとも人きな要囚をしめるのは築｣ : の進定である。端的にいえば，粘上

質が多ければよく| l 1 i l まりはするが乾燥収縮による脳裂が起る原因になるし，また逆に砂質がま

されば収縮変形は少ない反I i l i l I I i l まりにくいということになる。法降､ ¥では築きなおし部分の築

上は，Ｉｉ７上と新上とを混合しているのでほぼ' ' 1 来どおりの仕上リが期待できるが，今' ' 1 | の場合

はまったく新しい上を使うことになるから問題は多い。上の選定にあたっては，’ 1 / < からあまり

陥らない地点を条件のﾉ Ｉ噌本にして数カ所の候補地を選び実地洲介を↑ j : った結果，ル( 部府{ ; | | 楽祁

加蝉1 1 1 . 人畑背芥の爽砂士採取場の表l I Y l に近い侠交り) | i l i l : 蘭砂を採川した。参: 汚のために法降寺

の築地1 1 7 土と今| 川| 採川上との粒度特性を次炎にあげる。

築地の築き上げは，収板１枚分( l I i I ﾙ 46 c m, １１』：６cm, 瞳‘ 1 . 0ｍ) に対し，1111 ' 約７ｃｍのｌ１ｊＩさに５
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砂分( 74～2000/ 4ｍ） シルト分( 5 ～7 “ 、）

法隆寺T I 「土 79り 47qひ 26％ 20％

．､ I f 城宮採川士 19” 431。 15％ 23％

I i i I 築き砿ね，順次ｋ〃へ繰り上げて桁_ ' 二端まで総尚２．７ｍの尚さとした。実際の施l 鴬では築き

固める際に堰恢にかかる上圧が予想以上に強く，辿撒どおりの１間２本宛の添柱では到底もち

こたえられず，ややもすると外に張り出す結果となった。そこで急拠添柱の本数を略し，かつ

ポール卜搾をもちいて縦横に締めつける必要がﾉ L 上じた。このことは，当時の築き圧j ﾉ j が今I n l ツミ

施したものよりはるかに弱かったことを示すものとみられるが，ｒ街進法式」や「延脚式」で算

定している人1 . : 数が，今' 1 , 1 ' だ施した分の７分の１から1 0 分の１と極端に少ないこととも関連し

ているはずである。築土の選定とともに今後の研究課題の一つといえよう。（位侭図Ｄ）

規模

工費( 下｢ ﾘ）

（平城禰）

南面大施復原蝋

５１ｍ

119, 000

外' ‘ i ' 緑' 喚柵餓溌蕪織り間坤枝｣I蝿燭辺州南､i 西, , ﾘ等復蝋

（藤原‘ 間）

７，０１０ｍ2

41, 000

１０，８７０ｍ2

89, 500

８４０ｍ2

17, 400

6，９９０，２

23, 300

２藤原宮跡の盤備

1 9 8 4年度の膝原脚跡の盤備は，宮のi ﾉ L i 南隅で南l I I i I ﾉ L i i l I ｣ の一部と南面大地，瑞地及び外濠がか

かるｉＸ域につき，第２９－６次・第３4 次の発掘洲奇の成果により盤備を行った。現況地形は東南

からi ﾉ l i 北にドる約１％の､ I え均勾l mmであるが，撰備|ｘ域内を地区道路が２本南北に縦災する計I I I I i

があり，これとの洲和をはかりつつ全休の勾i Mmと造成商さを決定した。

南面I ﾉ L i l I I l は未発掘のため，位綬と規模は明らかではない。そこで桝地判復原からその位侭を

算川して定め，藤原宮宮城' 1 ﾘ は同規模であると推定されることから，整備地の宋端にかかる' ' ' １

の一部を凝灰岩切石による界線で表示した。南I i I i 大雌はi ﾉ L i で南に0 . 4 8 ' 0 7 " 振れており，南岬L i

i 1 I j の西端からI ﾉ L i 南隅までの約1 8 0 ｍを表示した。’ 険出された遺櫛から，大坑は掘立椛塀であっ

たことは明らかであり，それが土娩に建つ櫛造であったと推定されるので，高さ0 . 7 5 ｍの椛

土で土聴を造成し，その法すそで軒の出をボした。また柱位臓には２．７ｍ間隔でコウヤマキを

値栽し，火皿の規模と附造を表わした。指定地北側の塊界に近い所で現況地形との関係から人

垣のすべてを表示できない部分では土堀のみ造成を行った。外濠はi l i で南に０° 4 4 ' 0 6 " 振れてお

り，１冊は５．５ｍ，地|ｘ道路側瀧へ排水する関係から深さ約３０ｃｍとした。底l h i は砂利埋込みで

{ I 北げ，２カ所に飛びｲ ．i 状の横断施設を設けた。付屈施I 没の広場と苑路は，膝原汽I l I I l i l l l 線幅の

鶏
』些一鳥黒星-壁一旦222．堅く迩・－－拳惑Ｉ

振れを採川し，Ｉﾉ L i で南に

Oc 2 6 ' 3 0 " 振ってI 没計した。

広場は2 0 0 ｍ２，苑路は２．４

，幅で砕行敵とした。

藤原 ' 宮南面大垣の盤倫（細兄啓三 ･ 渡辺康史 ･ 内 1 1 1 昭人）
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